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２ 保護者と教育の専門性に と いて にで ていると ている につ

いて 
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７．重複障害のある子供 めた教育の充実に向けた新学習指導要領等への対応 

 

新学習指導要領等に 連した した について 複  
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８．重複障害のある子供の指導や支援での課題やそれに対して工夫されていること
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２ 障害 について 

重複障害教育の専門性に いた指導 
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２ 複 の障害 に対応した教育 供する  
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３ 教員 の職 の との教育の専門性に と いた連携 
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４ 保護者と教育の専門性に と いた連携 
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． 支援学校における重複障害のある子供の教育に 

する の とめ 
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３．重複障害学級に在籍する子供の教育の充実のための学校体制について 
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． の  
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２． 支援学級に在籍する子供について 
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３． 支援学級に在籍する重複障害のある子供の教育における課題と工夫点につい

て 
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２ の教育支援 や の指導 について 
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２ の指導 複  
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３ 実 について 

実 する で課題と ていること 複  
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２ 実 する で工夫していること 複  
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４ と について 
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２ 指導 指導 指導の で工夫していること 複  
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５ 重複障害のある子供の について 

重複障害のある子供の における で課題と ていること 複  
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２ 重複障害のある子供の における で工夫していること 複  
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６ 学習について 

学習の実 について 
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３ 学習で工夫していること 複  
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７ 学校での 等への や対応について 
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２ 学校での 等への や対応の 体 課題と課題への工夫について
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４． 支援学級に在籍する重複障害のある子供の教育の充実のための教職員の専門
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２ 教員の専門性について学校として工夫していること  
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２ 重複障害教育の専門性に いた指導 にで ていると ている につ

いて 
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５．重複障害のある子供の教育の充実のための学校体制について 
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３ 支援学校との連携の 複  
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２ との 体 連携 複  

 

 
 145  
 97  
 67

60
47 26

23  
 14  
 

 

 
 

 

n=205 
22  

  

145

60 67
97

47
23 26 14

0

50

100

150

200

250

に

の

を

る

に

の

を

る

教

教

に

の

を

る

を

を

る

に

る

別
の

の

にる

別
の
教
育
支
援

の

に

る

そ
の
他



− 97 −

 
 

３ 課 等 の について 

 

138
60  

 67  
  
 
４ 課 等 との連携の での課題について 複  

 

59 79  
  
 45

42  
 25

15
12  

  
 

 
 n=79 

23  

7
15

25

42

12

45

0
0

50

100

学
校
教
育

の

課

の
活
動

障
害
の
あ
る

に

の

の

の

課

の

者

の
知

者
と

課

と
学
校
の

者

の

そ
の
他



− 98 −

 
 

４ について 

ている重複障害のある子供の在籍の  

 

38
160  
 

 
 

11
27  

 18
 

 14
10 10

10  
  
 

 
 

 

n=27 
24  

 
  

10

5

18

10
14

10

2
0

10

20

30

の

的

の
対

教

と

と
の

と
の

の
行

の

に

の
対

者
と
の

的

を
行
う
教

の
知

と

の

そ
の
他



− 99 −

 
 

６．保護者等との連携 

 

保護者との連携 

保護者との連携の での課題 複  

 

68
137  

  
 100  
 60 46

 
  
 

 
 

 
n=137 

25   

100

46
60

8
0

50

100

150

の
学

に

の

者
と
の

学
校
教
育

の

者
と
の

の

の

そ
の
他



− 100 −

 
 

２ 保護者との連携の で工夫について 複  

 

 
 

192  
 106  
 

54  
 

2
 

  
 

n=205 
25  

 

192

106

54

2 1
0

50

100

150

200

250

者
の

を

を

に
行
う

と
で

者
と
の

を

る

の
学

に

を

る

の

を

者
と

で

る

う
に

る

者

学
校

に

す
る
学
校

に

で
課

を

る

そ
の
他



− 101 −

 
 

３ 保護者と教育の専門性に と いて にで ていると ている につい

て 

 

 
 43

89  
 64

 
 44  
 18

 
  
 

 
n =205 

26 
 

 
 
  

43, 21%

89, 43%

44, 22%

18, 9%
2, 1%9, 4%



− 102 −

 
 

２ 保護者 学校等の 支援学級 した 複  

 

 
 

129 118  
 

61
59 35

15  
 14  
 

 
 



− 103 −

 
 

 
n=205 

27  
 
  

61

129 118

59
35

15 14
0

50

100

150

200

250

特
別
支
援
学

で
の
教
育に

適

る

の
学

と
の

学

の

を

の

の
活
動
を

す

る

特
別
支
援
学
校
を

す
る
と

う

特
別
支
援
学
校
を

す
る
と

学

る

特
別
支
援
学
校
の

と

者
の

の

あ

そ
の
他



− 104 −

 
 

７．重複障害のある子供 めた教育の充実に向けた新学習指導要領等への対応 

 

新学習指導要領等に 連した した について 複  

 

 
 

136  
 99

95
91  

 

70 68
63

62
60 46

42  
 

27  
  
 



− 105 −

 
 

 
n=205 

28  
 

46
60

91 95

62 70

136

68

27

99

63
42

1
0

50

100

150

200

250

に

教
育
課
程

主

的

対

的
で

学

の

の

で

る

う
に

る

育

を

す

を
学

教

を
学

と

教

学
校

の

を

教
育
課
程
の

の

う
に
学

教

の

の

と

学

の

の

を

の

う
に
支
援
す
る

の

を

に

学

の

す
る

に

学

の

を

す
る

に

教
育

の

の
特
別
支
援

教
育
の

の
障
害
の

の
対

の

と

を

教
育
課
程
の

そ
の
他



− 106 −

 
 

２ 新学習指導要領等に 連した して に でいるこ

と  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

 



− 107 −

 
 

８．重複障害のある子供の指導や支援での課題やそれに対して工夫されていること

 

  
 

 

  



− 108 −

 
 

． の  

 

重複障害のある子供 在籍する 支援学級の教育課 について 

 

 

  

 

  

障害種

別 

弱視

 

聴

 

知的障

害  

肢体不

自由

 

病弱

体 弱

 

障

害  

自

障

害  

校数 13 3 382 214 57 5 186 

 

 

 

 

 

 



− 109 −

 
 

 

   

3 1

107

83

17

1

71

5 2

144

34

15

1

64

1 0

90

54

19

3

36

4 0

41 43

6
0

15

0

20

40

60

80

100

120

140

160

学 学

知
的
障
害
学

自

学

学

障
害
学

自

障
害
学



− 110 −

 
 

２ 障害 について 

 

 

  

 

  

障害種別 知的障害  
肢体不自由

 

病弱 体 弱

 

自 障

害  

校数 103 66 32 46 

 

 

 

 

  

 



− 111 −

 
 

 

 

   

12 11
8 9

52 31
14 23

27 14 5 9

6 9 4 1
3 0 0

1
3 1 1 3

0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%
90%

100%

知
的
障
害
学

自

学

学

自

障
害
学



− 112 −

 
 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

  

9 9 6 6

39
26

13 22

36 17 6 8

12 11 6
3

2 2 0
4

5 1 1 3

0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%
90%

100%

知
的
障
害
学

自

学

学

自

障
害
学



− 113 −

 
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

5 7 5 6

46
32

15
19

27
14 5

10

16
12

5
5

4
0 1

3
5

1 1 3

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

知
的
障
害
学

自

学

学

自

障
害
学



− 114 −

 
 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 
 
 
  

19 15 7 7

47
30 16

24

20
14 5 9

10
6

2 1
1

0
0

1
6

1
2 4

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

知
的
障
害
学

自

学

学

自

障
害
学



− 115 −

 
 

 支援学級における重複障害のある子供の教育に 

する の とめ 

 

． 支援学級に在籍する重複障害のある子供の教育における課題と工夫点につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．教職員の専門性の担保について 

 



− 116 −

 
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

３．重複障害のある子供の教育の充実のための学校体制について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．保護者等との連携 

 

 



− 117 −

 
 

 

 

 

 

 

 

 

５．重複障害のある子供の教育の充実に向けた新学習指導要領等への対応 

 

 

 

 

 

６．重複障害のある子供の指導や支援での課題やそれに対して工夫されていること 

  

 

７． に すること 

 

 

 

 

 

 

  



 



 
 

 

 

 

 

 

 

第４章 

重複障害のある子供の教育に関する調査のまとめと考察 

  



 



− 121 −

 
 

． の とめ 

 

．重複障害のある子供の教育における課題と工夫点について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．教職員の専門性の担保について 

 

 

 

OJT

 

 

OJT

 



− 122 −

 
 

 

 

 

３．重複障害のある子供の教育の充実のための学校体制について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．保護者等との連携 

 

 

 

 

 

５．重複障害のある子供の教育の充実に向けた新学習指導要領等への対応 

 

 

 

 



− 123 −

 
 

 

 

 

６．重複障害のある子供の指導や支援での課題やそれに対して工夫されていること 

 

 

 

 

． と の について 

 

． についての  

 

 

 

 

 

 

 

OJT

 

 



− 124 −

 
 

 

 

 

 

２． の に向けて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



− 125 −

 
 

 

 

 

  



 



 
 

 

 

 

 

 

 

第５章 研究体制 

 
  



 



− 129 −

 
 

． 者 

    

 

２． 担者 

     

   

 

３． 者 

 

    

     

     

         

    

    

    

    

    

    

   

   

 

２ ２  

    

    

     

     

         

    

    

    

    

    

  

   

 

  



 



 
 

資料 

 

 

 

 

１．特別支援学校における重複障害のある子供の教育に関する調査の調査用紙 

 

２．特別支援学級における重複障害のある子供の教育に関する調査の調査用紙 

 

  



 



− 133 −

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 22 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 



− 134 −

 
 

 

  

 235-8585 5-1-1 

      

 e-mail  ozawa@nise.go.jPTEL 046-839-6880 

  



− 135 −

 
 

 

 

 

 

40

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.nise.go.jp/

 

https://www.nise.go.jp/sc/chofuku02/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

FAX  

 

     

FAX 046-839-6907 

e-mail  ozawa@nise.go.jp 

  



− 136 −

 
 

 

 

 

 

  

 

 

                  

 

 

                  

 

 

               

 

 

   

   

 

 

 

 

 

 

18 1290 19 3 30

 

 

  



− 137 −

 
 

  

 

  

 

 

 

      

      

      

      

      

 

 

      

      

      

      

      

 

 

 

      

      

      

      

 

 

      

      

      

      

 

 

  



− 138 −

 
 

  

 

 

   

   

   

                                  

 

 

 

   

   

  

 

   

                                  

 

 

   

  ST OT PT

 

   

   

                                  

 

 

 

   

   

   

   

   

   

   

                                  

 

 



− 139 −

 
 

   

   

   

   

   

   

   

                                  

 

 

 

   

   

   

   

   

                                  

 

 

   

   

   

   

   

                                  

 

 

 

   

   

   

   

   

   

   

                                  



− 140 −

 
 

 

 

   

   

   

   

   

   

                                  

 

 

  



− 141 −

 
 

  

 

 

 

   

   

   

   

   

   

   

   

                                  

 

 

   

  OJT  

   

   

   

   

                                  

 

 

   

   

   

   

   

 

  



− 142 −

 
 

  

 

 

 

   

   

 

 

 

   

   

   

   

   

                                  

 

 

   

   

   

   

   

   

                                  

 

 

   

   

   

   

   

 

 

 

 

PT  OT  ST   

    



− 143 −

 
 

SSW     

                

 

 

   

   

   

   

   

 

 

 

   

   

   

   

   

   

                                  

 

 

   

   

   

   

   

   

   

                                  

 

 

   

   

 

 

   

   



− 144 −

 
 

   

   

   

   

   

                                  

 

 

 

   

   

 

 

   

   

   

   

   

   

   

                                  

 

 

 

  

 

 

 

   

   

   

   

                                  

 

 

   

   



− 145 −

 
 

   

  

 

                                  

 

 

   

   

   

   

   

 

  



− 146 −

 
 

  

 

 

   

   

   

   

  

 

   

   

   

   

   
   
   

                                  

 

 

                                        

 

 

 

 

 

 

 

                                        

 

 

 

 

 

 
 

  



− 147 −

 
 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 30

22 

776 164

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 



− 148 −

 
 

 

 17  

 

 

  

 235-8585 5-1-1 

      

 e-mail  ozawa@nise.go.jp 

 TEL 046-839-6880  



− 149 −

 
 

 

 

40

10  

 

 

 

 

 

 

 

https://www.nise.go.jp/

 

https://www.nise.go.jp/sc/chofuku01/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

FAX  

 

     

FAX 046-839-6907 

e-mail  ozawa@nise.go.jp 

 

  



− 150 −

 
 

 

 

 

 

 

  

 

 

                  

 

 

                  

 

22 

 

 

 22

 

  

  

 

  

 

  

 

 

 

  

 

 

 

  

 

  



− 151 −

 
 

 

 

 

  

  



− 152 −

 
 

  

 

  

 

 

    

 

    

 

 

 

      

      

      

      

      

      

      

 

 

      

      

      

      

      

      

      

 

 

      

      

      

      

      

      

      

 

  



− 153 −

 
 

 

22 

 

      

      

      

      

      

      

      

 

 

  



− 154 −

 
 

  

 

 

      

      

     

 

      

 

 

 

   

   

  

 

   

                                  

 

 

   

  ST OT PT

 

   

   

                                  

 

 

 

   

   

   

   

   

   

   

                                  

  



− 155 −

 
 

 

   

   

   

   

   

   

   

                                  

 

 

 

   

   

   

   

   

                                  

 

 

   

   

   

   

   

                                  

 

 

 

   

   

   

   

   

   



− 156 −

 
 

   

                                  

 

 

   

   

   

   

   

   

                                  

 

 

 

   

   

 

 

   

   

   

   

   

   

   

                                  

 

 

   

   

   

   

   

   

                                  

 



− 157 −

 
 

 

 

   

   

   

   

   

   

   

                                  

 

 

                                        

 

  



− 158 −

 
 

 

 

 

 

 

   

  

 

   

   

   

   

   

   

                                  

 

 

   

  OJT  

   

   

   

   

   

                                  

 

 

   

   

   

   

   

 

  



− 159 −

 
 

  

 

 

 

   

   

 

 

 

   

   

   

   

   

                                  

 

 

   

   

   

   

   

   

                                  

 

 

   

   

   

   

   

 

 

 

 

 PT    OT    ST  

            

    SSW  



− 160 −

 
 

        

                 

 

 

   

   

   

   

   

 

 

 

   

   

   

   

   

   

                                  

 

 

   

   

   

   

   

   

   

                                  

 

 

   

   

 

 

   



− 161 −

 
 

   

   

   

   

   

   

                                  

 

 

 

   

   

 

 

   

   

   

   

   

   

   

                                  

 

  



− 162 −

 
 

  

 

 

 

   

   

   

   

                                  

 

 

   

   

   

  

 

                                  

 

 

   

   

   

   

   

 

 

   

   

   

   

   

   

                                  

 

  



− 163 −

 
 

  

 

 

   

   

   

   

  

 

   

   

   

   

   
   
   

                                  

 

 

                                        

 

 

 

 

 

 

 

                                        

 

 

 

 

 

 

  



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年度～２年度 研究班（重複班）活動による調査 

 

重複障害のある子供の教育に関する調査報告書 

 

         

 

研究代表者 小澤 至賢 

 

 

         令和３年３月 

 著作 独立行政法人国立特別支援教育総合研究所 

 発行 独立行政法人国立特別支援教育総合研究所 

              〒239-8585 

             神奈川県横須賀市野比 5 丁目 1 番 1 号 

             TEL：046-839-6803 

             FAX：046-839-6918    

                        http://www.nise.go.jp 

 

 

 




